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県立特別支援学校新設に向けた取組について
＜概要＞
川崎市と神奈川県は、在籍児童生徒の増加が見込まれる特別支援学校の受入枠拡充に向けて、川崎市幸区の「旧河

原町小学校跡地」において神奈川県立特別支援学校を新設するための覚書を締結いたします。

１ 背景及び経過
 川崎市では、障害のある児童生徒の増加等により、市内の特別支

援学校の在籍者が増加し、特別支援学校の過大規模化や過密化が
進んでいます。

 特に、川崎南部地域におきましては、今後も特別支援学校に在籍
する児童生徒の増加が見込まれており、特別支援学校の受入枠拡
充は、喫緊の課題となっております。

 課題の解決に向けて、特別支援学校の設置義務者である神奈川県
と協議を進めてまいりましたが、この度、川崎市幸区にある「旧
河原町小学校跡地」に県立特別支援学校を設置するための覚書を
締結することとなりました。

※敷地配置図は別紙①のとおり。

２ 覚書の主な内容
場所：川崎市幸区河原町１−３６の一部及び１−４８の一部（約１万

平米）
内容：
 川崎市が所有する「旧河原町小学校跡地」を神奈川県が設置する

県立特別支援学校用地として、神奈川県が使用するに当たっての
合意内容を示すものである。

 川崎市は、神奈川県に対し、県立特別支援学校設置に係る設計及
び施工に要する期間として５年間、本件土地を無償で貸し付ける
こととし、その旨を川崎市、神奈川県の間において公有財産使用
貸借契約を締結する。

 川崎市は、神奈川県が公有財産使用貸借契約の締結に先立ち、無
償で神奈川県が本件土地について測量等の調査を行うことを認め
る。

 川崎市及び神奈川県は、公有財産使用貸借契約終了後の取扱いに
ついて、本件土地と県有地との交換も視野に入れつつ協議を行い、
土地使用について必要な新たな契約を締結する。

３ 今後の予定
年度 予定

令和４年度 測量調査の実施（神奈川県）
令和５年度

〜
令和９年度

設計・工事の実施（神奈川県）

令和１０年度 開校（予定）

<参考 これまでの県との協議経過>

令和2年3月 『神奈川県の特別支援教育のあり方に関する検討会
最終まとめ (報告)』の公表

令和2年11月 県教育長の市立特別支援学校の視察及び協議
令和2年12月 県知事に対し市長から令和3年度の県の予算編成につい

て要請活動を実施
令和3年11月 県議会本会議（代表質問）にて川崎市内の県立特別支

援学校新設の方向性を答弁（教育長答弁）
令和3年12月 県知事に対し市長から令和4年度の県の予算編成につい

て要請活動を実施（別紙②参照）
令和4年2月 県議会本会議（代表質問）にて「旧河原町小学校」の

跡地を整備候補地とする旨を答弁（教育長答弁）
令和4年3月 『かながわ特別支援教育推進指針』の公表 2



（別紙①）

川崎市の承認を得て同市発行の都市計画基本図を複製したものです。承認番号（川崎市指令ま計第93号）

敷地配置図
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（別紙②）
「令和４年度　県の予算編成に対する要請書」（抜粋）


